
伊方原発をとめる会 3.9記念講演 

「私たちは呆れ果てても､諦めない」 
ー福島からのメッセージー 

会津放射能情報センター代表 
子ども脱被ばく裁判の会共同代表 

片岡　輝美



自己紹介を少し…

日本キリスト教団若松栄町教会会津若松は福島第一原発から西に100キロ





本日のお話を始めるにあたり…



2011年3月11日 午後2時46分 
　　　　東日本大震災発生 

　　東京電力 福島第一原発 
「原子力核災害」発生



同日午後7時3分 
原子力緊急事態宣言

14年経った今も、解除されず… 
なのに、帰還や移住施策が進んでいる…

年20ミリシーベルトの被ばく限度量



2011年3月14日午前11時1分 3号機



• 3月12日午後3時36分　1号機水素爆発 

•3月14日午前11時1分　3号機水素爆発 

•3月15日午前6時12分　4号機水素爆発 

•1，2，3号機でメルトダウン発生

国際原子力事故評価尺度 レベル7



1，原子力政策に反対する5つの理由



原子力政策に反対する理由

2011年以降、約2年間全ての原発は停止

①13年間、東電の原発が稼働していな
くても、東京の電力に支障がないから



② 原子力核災害は 
世界最悪の環境汚染だから

国境を越えて拡がる汚染 
世代を越えて続く被ばく

原子力政策に反対する理由



日本原子力研究開発機構 
発表 

東日本のおけるCs-137の 
広域拡散と大気降下量 
3月12日～4月30日までの 
シミュレーション



東日本土壌ベクレル測定プロジェクト
2011年 2019年 

みんなのデータサイトHPから



日本原子力研究開発機構 
発表 

日本近海でのCs-137 
表層濃度分析予測 

3月12日～4月28日までの 
シミュレーション



青山道夫 筑波大客員教授　

2021年11月10日 東京新聞



③ 原子力政策は誰かの 
犠牲の上に成り立っているから

原子力政策に反対する理由

ウラン採掘から廃炉まで…



原子力立地審査指針 
1964年5月27日　原子力委員会決定

原子炉の周囲は非居住区域であること
非居住区域の周囲は低人口地帯であること
原子炉敷地は人口密集地帯から 

離れていること





放射能被ばくを伴う原発・廃炉作業

『ふくしま原発作業員日誌　イチエフの真実、 
9年間の記録』　東京新聞記者　片山夏子

作業員なしには原発は動かせない 
　　　　　　廃炉は進まない



④ 「核ゴミ｣は 
人間の手に負えないから

人体に影響のないレベルになるのに 
約10万年を要する

原子力政策に反対する理由



⑤ 核といのちは共存できないから

推進派の人々のいのちも 
被ばくから守られるべき

原子力政策に反対する理由



2，あの時、起きていたこと 
今、起きていること



あの時､起きていたこと

4つの原子炉の暴走が止まらず、  
東日本壊滅の危機に直面



最悪のシナリオ 
2011年3月25日作成 
原子力委員会委員長 
近藤駿介氏

半径170㎞の強制避難 
半径250㎞の避難を認める





あの時､起きていたこと

2011年3月15日､大混乱の東京駅

報道するメディアはなかった… 
情報の統制？　忖度？



あの時､起きていたこと

　雨や雪､偏西風がもたらした 
内部被ばく



雪には放射性物質が含まれていた

福島民報　2011年3月17日



3月15日は弱い北東の風が内陸部へ 
3月16日未明から､強風が内陸部から海側に流れる

福島第一原発から空中に放出された 
放射性物質の8～9割は､偏西風にのって 

太平洋の海と空に流れた

福島民報　2011年3月16日



トモダチ作戦で放射線障害に陥った米兵たち

原子力空母ロナルド･レーガン 出典 2016年10月6日 神奈川新聞

甲板の除染をする兵士たち



サンディエゴ裁判所に提訴した弁護団長の証言

•脱塩した海水は汚染されており、
蛇口やシャワーの水を使ったため
内部被ばくした。 

•広範囲に拡がったプルーム（放射
能の雲）から､抜け出すのが困難
だった。



世界最大の原発はどこ？そこで事故が起きたら？



あの時､起きていたこと

　瞬く間に始まった 
「放射能安心安全キャンペーン」



ニコニコしている人には放射能は来ません

山下俊一氏 
（元甲状腺学会会長）

今は国家の緊急時､国民は国家に従うべきです



つまり、あの時､起きていたのは…

「原発安全神話」の崩壊と共に 
「放射能安全神話」が始まっていた

「がんばろう、福島！」



SPEEDI情報を出さなかった 
初期被ばくを調べなかった 
安定ヨウ素剤を配らなかった 

年間20ミリシーベルトで学校を再開させた 
「緊急時の知る権利」を侵害した



情報や真実、事実を伝えない 
被害に合わせて基準値を緩める

この国は子どもや市民を守らなかった

「子ども脱被ばく裁判」の訴え



子ども脱被ばく裁判 

子ども人権裁判　親子裁判 
2014年8月29日、福島地裁に提訴



被ばくのリスクがない安全な環境で学ぶ権利を！

福島地裁 提訴時 
原告 

県内の小中学生 35名 

被告 
原告が居住する7自治体

争点：長期低線量被ばく､内部被ばくの危険性 
被ばくの心配のない安全な環境で教育を！



子どもに無用な被ばくを強いた責任を認めよ！
福島地裁 提訴時 
原告166名 
原告は事故時､ 

県内に住んでいた親子 
被告　国と福島県

被ばくによる精神的苦痛（損害）への慰謝料  
原告1人10万円



• SPEEDI情報等の被ばく情報 隠蔽問題 
•安定ヨウ素剤の未配布問題 
•年間20ミリシーベルトで学校を再開させた問題 
•避難指示区域外の子どもを避難させなかった問題 
•科学的知見を無視した山下俊一氏の発言問題 
•緊急時の知る権利・自己決定権を保障せよ

親子裁判の争点



裁判が明らかにしたこと 
安全な地域とはどこか？ 

詳細なメッシュ状の地図(252枚)を提出 
せめて地図上の一万ベクレル/㎡以内 

（放射線管理区域以下）に 
子どもを移動させて教育を！



2012年10月～12月　セシウム134と137の合算 
10,000ベクレル/㎡超えを赤く示した

文科省 第六次航空機モニタリング



セシウム含有不溶性放射性微粒子の 
内部被ばくによる健康リスク 

2018年4月 第14回口頭弁論期日 意見書提出 
　河野益近氏 元京都大学工学部原子核工学教室技官 

　郷地秀夫氏 東神戸診療所　所長 



2023年1月31日 井戸謙一弁護士 記者レク資料から



｢学校環境衛生基準｣に 
放射性物質の記載がない

｢法の欠缺」 
けんけつ

ある問題に対して適用する法律が欠けていること



日本の環境基準 
「閾値のない公害物質がある環境下に 

生涯(70年)暮らした場合、 
発がんリスクは10万人に1人以下に 

しなければならない」



ICRP(放射線防護委員会）が提唱する 
「低線量被ばくの致死リスクは 
1シーベルト増すごとに 
約5％増していく｣に 

当てはめて計算したところ…



 年20ミリシーベルトの被ばくによる 
致死リスクは 

日本の環境基準の「7,000倍」！



2023年1月31日 井戸謙一弁護士 記者レク資料から



 年1ミリシーベルトの被ばくによる 
致死リスクは環境基準の｢350倍｣！

一般公衆年間被ばく限度量１ミリシーベルトは 
安全を保障しているものではない 

被ばく『受忍』



福島の司法が福島の子どもを守らなくて、どうする！

2021年3月　福島地裁 2023年12月　仙台高裁



4回の最高裁前抗議行動と申し入れ 
口頭弁論開始を求めるハガキアクション





2024年11月29日 
最高裁第二小法廷 棄却決定

同年12月4日 
最高裁棄却決定に対する抗議声明



2025年2月4日 
呆れ果てても､諦めない！ 
子ども脱被ばく裁判総括集会 

「司法に物申す！ 
被ばくの問題と訴訟で明らかになったこと」





子ども脱被ばく裁判を振り返って

国策の闇に斬り込んでいった

「放射能安全神話」は司法も侵している 
樋口英明さんメッセージ

司法に物申すまでになった私たち



これからも…

子ども脱被ばく裁判の意義を伝える

脱被ばくの社会を目指す

311子ども甲状腺がん裁判などの支援



甲状腺がん悪性疑いは397人に…

発行元 　　311甲状腺がん子ども支援ネットワーク
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P２……何回手術すればいいのか。ずっと続くのか。 原告5
P３……大学生になり、原告としての自覚が芽生えた 原告6
P４……過剰診断論への反論 田辺保雄
P５……第8回口頭弁論期日のご報告 井戸謙一
P6-7…甲状腺がんとなった子どもの声をきく イベント報告
P8……311のキャンドルナイト/坂本龍一さんからのご寄付/今後の日程ほか

裁判を支えるユーススタッフたち ２０２３.12.06日比谷公園にて

　2024年、新年早々、能登半島で大きな地震がありました。被災されている全ての
方々にお見舞い申し上げます。この地震では、志賀原発で一部施設が破壊するなど、
東日本大震災を思い返した方も多いと思います。この裁判もいよいよ3年目に入りま
す。支援の輪をより拡げていくために、さらなる応援をよろしくお願いいたします！

12月6日、第8回口頭弁論が東京地裁103号法廷で開かれました。今回の期日では、裁判長の交代を受け、
2人の原告が２度目の意見陳述を行いました。前回とは異なり、衝立てによる遮蔽はせずに証言台に立ち、
堂々と裁判長に訴えました。このほか、原告側と被告側の双方の弁護士が弁論更新に伴う陳述をしました。

2025年2月5日 県民健康調査検討委員会



海や大地に放射性物質を 
意図的に拡散！ 

放射線被ばく防護の原則に反している！



･放射線量には安全なしきい値はない 
･放射性物質は閉じ込めなくてはならない

「放射線被ばく防護の大原則」



『ALPS処理汚染水』の海洋投棄 
2023～24年度は10回の海洋放出 

総量　78,285立方㍍ 
トリチウムの総量 14.8兆ベクレル 

2024年11月5日 福島県発表



ALPS処理汚染水の海洋投棄に反対する理由

漁業者との約束を反故にした

意図的かつ追加的な投棄は許されない

ALPSはまともに稼働していない

高濃度汚泥スラリーが増え続けている



希釈しても放射性物質の総量は変わらない

内部被ばくは国境や世代を越えた脅威

安全で根本的な解決になる代替案がある

何をどれだけ流すのか東電も分からない



「風評被害対策」に巨額税金が投入されている

メディアを押さえ、教育現場に介入し、 
子どもを利用する安全安心キャンペーン

更なる問題は…



放射能汚染水の海洋投棄は 
倫理的、科学的、経済的、 
環境保全、国際関係の観点から 

誤りである。



放射能拡散に反対する会

全国での「放射能汚染土」の再利用問題



原発事故被害自治体だけでいいのか？



3，会津放射能情報センターの活動

2011年7月11日に発足 
九条の会の仲間と共に



あとから来るいのちのために 
事実を知る力と 

真実を見抜く力を身に着けて 
本当に重要なことを見分ける



測定を続ける理由
現状を確認するために 未来の基準のために



会津放射能情報センター 主催 
蟻塚亮二氏 講演会 

4月5日（土）13：30～ 
Zoom配信あります



小さな存在、若い世代と共に…

「そもそも､なぜ 
そんな危険な原発を 

始めたのですか？」 
小学2年生の問い



自分の勘や疑問を大切にする 
「疑うこと」は考え始めるきっかけ



考えること 悩むこと 
 怒ること 泣くことは 

いのちに誠実に向き合うこと



原子力政策を手放さない国だからこそ 
憲法に保障される主権者の権利を生かす



日本国憲法 第25条

｢すべての国民は、 
健康で文化的な最低限度の 
生活を営む権利を有する」

「安心して生きる権利」



日本国憲法 第25条 第2項

｢国はすべての生活部面について 
社会福祉､社会保障及び公衆衛生の 

向上及び増進の努めなければならない」

「国の責任」



日本国憲法 第12条

｢この憲法が国民に保障する自由及び
権利は、国民の不断の努力によって、 
これを保持しなければならない」



大人としての責任を果たす

呆れ果てても、諦めない！



本日のお話を終わるにあたり…

原発ゼロ金曜行動 in 会津　

3月7日 650回目のスタンディング



あとから来るいのちのために…



ご静聴 ありがとうございました。


